


会 告 
 

第 68 回 ポーラログラフィーおよび電気分析化学討論会 

 

主催  日本ポーラログラフ学会 

共催  京都大学大学院工学研究科 

協賛  日本化学会，電気化学会，日本分析化学会 

 

 

会期 2022 年 11 月 10 日（木）・11 日（金） 
 
討論会会場 京都大学 桂キャンパス 桂ホール（B クラスター 事務管理棟 1 階） 
 （〒615-8530 京都市西京区京都大学桂） 
 https://www.t.kyoto-u.ac.jp/ja/access/katsura 

交通  
 阪急桂駅「桂駅西口」より，京都市バス 西 6 系統「桂坂中央」行きまた

は京阪京都交通バス 20 系統「桂坂中央」行きに乗車、「京大桂キャンパ

ス前」にて下車（12 分） 
 JR 桂川駅「桂川駅前」より，ヤサカバス 6 系統「桂坂中央」行きに乗車、

「京大桂キャンパス前」にて下車（20 分） 
 
懇親会  開催しません 
 
総会   11/10(木) 13:00〜13:45  討論会参加の会員は出席ください 

 

志方メダル受賞式  11/10(木) 13:45〜14:00     

 

受賞講演  11/10(木) 14:00〜15:00  （1 件 30分）  

 

辻村 清也 氏（筑波大学数理物質系） 

       「電気化学バイオデバイスの高機能化に向けた材料開発」 

 

松浦 宏昭 氏（埼玉工業大学工学部） 

       「固体電極表面のナノ構造制御を基盤とした電気化学センサー 

および活物質フロー型電池の実用展開」 
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発表形式（口頭またはポスター発表） 

1) 口頭発表（一般 15 分，学生 15 分） 
液晶プロジェクター（D-Sub15 ピン端子対応）を使用します。発表にあたりパソコンをご

持参ください。接続に変換コネクタが必要な方は必ず各自でご準備ください。 
2) ポスター発表（60 分×2 セッション，[前半は奇数番号(e.g. P01), 後半は偶数番号(e.g. P02)]） 

1 件当たり 縦 180 cm，横 90 cm（A0 サイズ）のスペースを確保します。１日目は、ポス

ター会場は開いておらず、ポスター掲示はできません。２日目は、朝から会期終了まで、

ポスターを掲示しておくことができます。ポスターは忘れずにお持ち帰りください。 
 

学生表彰 口頭発表・ポスター発表を行った学生の中から「優秀発表賞」を授与します。 

 

参加登録費（当日お支払いください） 
予約登録：一般会員 4,000 円，学生 1,000 円，非会員  5,000 円 
当日登録：一般会員 5,000 円，学生 2,000 円，非会員  6,000 円 

 
受付 １日目 8：30開始予定  参加登録費を釣銭のないよう準備いただけると助かります 

 
討論会世話人 

作花 哲夫（さっか てつお） 
〒615-8510 京都市西京区京都大学桂 
京都大学大学院 工学研究科 物質エネルギー化学専攻 
電話：075-383-2489 
E-mail：polaro2022kyoto@gmail.com（討論会専用アドレス） 

 
学会事務局 

〒606-8502 京都市左京区北白川追分町 
京都大学大学院農学研究科応用生命科学専攻内 
電話：075-753-6393 
FAX：075-753-6456 
E-mail：kitazumi.yuki.7u@kyoto-u.ac.jp 
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会場周辺地図 

 
・バス停「京大桂キャンパス前」から事務管理棟（地図 14）への行き方 

 
・昼食 
 生協食堂 （地図 16） 
 ショップ （地図 5） 
 ベーカリー（地図 7） 

 

阪急桂駅
JR 桂川駅

事務管理棟
桂ホール （1F）口頭発表会場
桂ラウンジ（3F）ポスター会場

生協食堂(2F)

ベーカリー
ショップ(A2棟2F)
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第 68回ポーラログラフィーおよび電気分析化学討論会 

プログラム 

 

講演時間：招待講演 40分，受賞講演 30分，一般講演 15分 

（そのうち質疑応答時間：招待講演 10分，受賞講演 5〜10分，一般発表 3〜5分） 

ポスター掲示用のボードサイズは縦長（縦 180 cm，横 90 cm） 

学生の発表には番号に（＊）印が付いています（審査対象） 

注）座長は変更される場合があります 

口頭１日目 

11/10(木) 
番号 

(座長) 
講演者 講演タイトル 

9:00-9:10 開会の挨拶 

 若手招待講演 

9:10-9:50 S1 

(巽 広輔) 

○田原弘宣，村上裕人， 

相樂隆正（長崎大院工） 

レドックスイオン液体の開発と電気化学 

9:50-10:30 S2 

(巽 広輔) 

○杉本 悠 1,2,比嘉 充 1,2 

（1 山口大院創成科学， 
2 山口大 BEST） 

イオン活量係数の解析式に関する考察お

よび新天地での逆電気透析発電研究 

10:30-10:40 休 憩 

10:40-11:20 S3 

(吉田裕美） 

○芝 駿介 

（愛媛大） 

動的ソフトテンプレート法によるナノポ

ーラス金属膜の電析形成およびその応用 

11:20-12:00 S4 

(吉田裕美） 

○坂江広基 

（金沢大物質化学） 

薬剤キャリアの探索と膜透過機構の解明 

12:00-13:00 昼 食 

13:00-13:45 
総 会  

（前田会長，吉田庶務理事，北隅会計理事，巽編集理事） 

13:45-14:00 志方メダル受賞式 

14:00-14:30 
J1 

(井上久美） 

辻村清也 

（筑波大学数理物質系） 

志方メダル受賞講演  

「電気化学バイオデバイスの高機能化に

向けた材料開発」 

14:30-15:00 
J2 

(佐藤 縁） 

松浦宏昭 

（埼玉工業大学工学部） 

志方メダル受賞講演  

「固体電極表面のナノ構造制御を基盤と

した電気化学センサーおよび活物質フロ

ー型電池の実用展開」 

第68回ポーラログラフィーおよび電気分析化学討論会

4 © The Polarographic Society of Japan



15:00-15:10 休 憩 

15:10-15:25 
A01* 

(堀田弘樹） 

○窪田 樹，大堺利行，中

嶋隆人，枝 和男（神大院

理） 

新規の拡張型(W18)ポリオキソタングス

テートの合成経路に関する研究 

15:25-15:40 
A02* 

(堀田弘樹） 

○鎌田和希，山﨑 毅，石

田尚人，前田耕治，吉田裕

美（京工繊大院工芸科学） 

リン酸イオンの濃度勾配を利用したカチ

オン性分子のリン脂質小胞内濃縮 

15:40-15:55 
A03* 

(堀田弘樹） 

◯Shaimah Rinda Sari, Erika 
Shinchi, Kenji Shida, 
Masato Tominaga (Graduate 
School of Science and 
Engineering, Saga Univ.) 

Antibiotic Amoxicillin Detection Utilizing 
CNF Film Platform Modified with PBI-
wrapped MWCNTs Electrode 

15:55-16:10 
A04* 

(堀田弘樹） 

○鈴木洋平，宋和慶盛，北

隅優希，白井 理（京大院

農） 

フルクトース脱水素酵素の heme 欠損変

異体における直接電子移動とその反応機

構に関する考察 

16:10-16:20 休 憩 

16:20-16:35 
A05* 

(永谷広久） 

○寺野公猛，田中雄大，田

原弘宣，村上裕人，相樂隆

正（長崎大院工） 

ビオロゲンとカルバゾールからなる CT
イオン液体のエレクトロクロミズムと電

解生成物の解析 

16: 35-16:50 
A06* 

(永谷広久） 

○足立大宜 1，宋和慶盛 1，

北隅優希 1，白井 理 1，加

納健司 1,2（1 京大院農，2 京

大産官学連携本部） 

2 種の酵素を用いたカスケード型直接電

子移動反応の電気化学的解析 

16: 50-17:05 
A07* 

(永谷広久） 

○熊野勇介，巽 広輔 
（信州大院総合理工，信州

大理） 

シャープペンシル芯を電極として用いた

ポーラログラフィーによるゼロ電荷電位

測定 

17:05-17:20 
A08* 

(永谷広久） 

○青木多恵子，巽 広輔 
（信州大院総合理工，信州

大理） 

液状炭素電極を用いる電気毛管曲線測定 
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口頭２日目 

11/11(金） 
番号 

(座長) 
講演者 講演タイトル 

8:30-9:00 ポスター貼付（桂ラウンジ） 

9:00-9:15 
A09* 

(石松亮一) 

○山村康志郎，西山嘉男，

永谷広久 
（金沢大院自然） 

液液界面におけるテトラサイクリン系抗

生物質のイオン移動・吸着反応機構 

9:15-9:30 
A10* 

(石松亮一) 

○筒井美結，伊東 拓，三

井遥香，吉田裕美，前田耕

治（京工繊大院工芸科学） 

複数の液膜電位振動系間の同期機構の変

容―２体系から４体系まで― 

9:30-9:45 
A11* 

(石松亮一) 

○Liu Yuanyuan，青木幸一，

陳 競鳶（福井大工，電気

化学博物館） 

Fast Scan Voltammetry of Oxidation of OH- 
Associated with Negative Capacitance 

9:45-10:00 
A12* 

(石松亮一) 

○松岡大地，相樂隆正 
（長崎大院工） 

Au 電極上フェロセン末端自己集合単分

子膜とスルホネート基またはパーフルオ

ロ鎖を持つイオン種との水溶液中におけ

る相互作用 

10:00-10:15 
A13* 

(石松亮一) 

○柴田大成，鈴木真由子，

吉田裕美，前田耕治 
（京工繊大院工芸科学） 

電気化学発光を用いたエマルション三元

相図内の粒子径マッピング ―各種エマ

ルションへの適用拡大― 

10:15-10:25 休 憩 

10:25-11:25 
奇数 

P01-P41 

ポスター講演（桂ラウンジ） 

ポスター講演者一覧参照（16：30 までに撤去） 

11:25-12:25 
偶数 

P02-P40 

ポスター講演（桂ラウンジ） 

ポスター講演者一覧参照（16：30 までに撤去） 

12:25-13:25 昼 食 

13:25-13:40 
B01 

(上田忠治) 

○垣内 隆，山本雅博 
（pH 計測科学ラボラトリ

ー） 

電位差滴定を用いる塩化銀の溶解度測

定、再訪：イオン液体塩橋がもたらす革

新 

13:40-13:55 
B02 

(上田忠治) 

○青木幸一，劉 圓圓，陳 

競鳶（電気化学博物館，福

井大工） 

抵抗損失で変形した CV の補正方法 

13:55-14:10 
B03 

(上田忠治) 

○北隅優希，宋和慶盛，

白井 理 
（京大院農） 

イオンの分配と非特異吸着を考慮した液

液界面のシミュレーション 

14:10-14:20 休 憩 
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14:20-14:35 
B04 

(北隅優希) 

○山本雅博 
（甲南大理工） 

金属|半導体界面の電気二重層理論で Li|
固体電解質界面の二重層は説明できるの

か？ 

14:35-14:50 
B05 

(北隅優希) 

山崎直輝，小河脩平，○上

田忠治 
（高知大農林海洋科学） 

銅導入ポリオキソメタレートのボルタン

メトリー：吸脱着を伴う電気化学的酸化

還元挙動 

14:50-15:05 
B06 

(北隅優希) 

○植松宏平，上條日菜乃，

田中恵利菜，片野 肇 
（福井県大生物資源） 

アルキル鎖のフルオラス溶媒｜水界面移

動反応の熱力学的検討 

15:05-15:15 休 憩 

15:15-15:30 
B07 

(植松宏平) 

○石松亮一，中野幸二 
（九大院工） 

ピレンおよびその誘導体の電気化学発光

における電子移動距離とエキシマー形成

の関係 

15:30-15:45 
B08 

(植松宏平) 

Ni Jiayuan，Lee 
Changhee，宮原雄人，池

澤篤憲，○宮崎晃平，荒

井 創，安部武志（京都

大，東京工業大） 

アルカリ水溶液における空気極の反応解

析 

15:45-16:00 
B09 

(植松宏平) 

○吉田裕美，大松照政，

石田尚人，鎌田和希，山

﨑 毅，山下結子，前田

耕治（京工繊大院工芸科

学） 

イオンのベシクル内濃縮に関する理論的

考察と実験的検証 

16:00- 
学生「優秀発表賞」発表 

閉会の挨拶 
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ポスター 

番号 タイトル 発表者 所属 

P01* 

薄層電解フローセルによる有機フ

ッ素化合物の電量測定 

○岩崎 凌，内田潤也，

山名雄大，前田耕治，吉

田裕美 

京工繊大院工芸科学 

P02* 

蛍光性アニオンの脂質二分子膜小

胞への分配・濃縮 

○山下結子，鎌田和希，

山崎 毅，前田耕治，吉

田裕美 

京工繊大院工芸科学 

P03* 

含窒素π共役系多環式化合物であ

るアザフェナレン類の酸化還元挙

動 

○鈴木啓朗，芳賀正明，

和田雄貴，Pavel Usov，
河野正規 

東工大理学院化学系 

P04* 

カフェイン酸の紫外線照射下での

酸化反応機構の研究 

○北川維人 1，菅野宙依
2，松本健嗣 3，大堺利行
4，辻野義雄 3，堀田弘樹
1,2 

1 神戸大海事科学, 2 神
戸大院海事科学, 3 神
戸大院イノベ, 4 神戸

大院理 

P05* 

アンペロメトリ―を用いた豚精子

活性評価 

○照井悠真 1，熊谷龍馬
1，伊藤隆広 2，井上久美
2,3,4，末永智一 2,5，古林

庸子 2，葛西重信 1 

1 東北工大院工，2 セ

ンスチップ(株)，3 山

梨大院総合研究科工

学域基礎教育センタ

ー，4 東北大院環境

科，5 東北大産業連携

機構イノベーション

戦略推進センター 

P06* 

ハイドロゲルに包埋したゼブラフ

ィッシュ胚の呼吸活性の多点電気

化学による測定 

○石川蓮珠 1，寺尾和輝
1，鈴木雅登 1,2，安川智

之 1,2 

1 兵庫県大院理，2 兵

庫県大先端医療工学

研究所 

P07* 

シクロデキストリンとイミダゾリ

ウムからなる共晶イオン液体を溶

媒としたビオロゲンの酸化還元応

答 

○古賀成美，田原弘宣，

村上裕人 

長崎大院工 

P08* 
銀共存下での白金ナノ粒子修飾電

極の作製と電極触媒特性 

○内藤拓真，小山宗孝 京大院工 

P09* 

ホルマザン色素の酸化還元反応に

基づいた電気化学的生菌検出 

○池田 光，床並 朗，

山本陽二郎，定永靖宗，

椎木 弘 

阪公大院工 

P10* 

High Sensitive Alcohol Gas Detection 
Based on PQQ-ADH electrode 
reaction with MWCNT-Modified CNF 
Film Platform 

○Citra Dewi Rakhmania1, 
Keisei Sowa2, Yuki 
Kitazumi2, Osamu Shirai2, 
Kenji Shida3, Masato 
Tominaga1 

1Grad. Science and 
Engineering, Saga 
Univ.; 2Grad. 
Agriculture, Kyoto 
Univ.; 3Faculty of 
Engineering, Kumamoto 
Univ. 
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P11* 

Power Generation of Stick-Shaped 
Microbial Fuel Cells Operating in a 
Sediment 

○Chanifah Hidaya, 
Noriko Ryuda, Masato 
Tominaga 

Grad. Science and 
Engineering, Saga 
Univ.; Analytical 
Research Center for 
Experimental Science, 
Saga Univ. 

P12* 

金属ナノ構造体の電気化学特性を

利用した微生物検出法の開発 

○中村祥吾，中尾彰宏，

板垣賢広，西井成樹，定

永靖宗，椎木 弘 

阪公大院工 

P13* 

第二高調波発生を用いたイオン液

体｜電極界面の界面構造ダイナミ

クスの解析 

○馬場皓大，横山悠子，

作花哲夫，西 直哉 

京大院工 

P14* 

直接電子移動型 NAD 再生系と

NAD 依存性酵素の共役に関する生

物電気化学的検討 

○槇塚太紀，宋和慶盛，

北隅優希，片山志織，由

里本博也，阪井康能，白

井 理 

京大院農 

P15* 

ITO 電極/シロキサン膜/ビオロゲン

系の単分子膜構造の制御と酸化還

元挙動 

○中居沙映，相樂隆正 長崎大院工 

P16* 
無希釈無溶媒のレドックスイオン

液体のボルタモグラム 

○宮地将希，田原弘宣，

相樂隆正 

長崎大院工 

P17* 

イオン液体塩橋を用いる相分離滴

定の研究 Ⅲイオン液体塩橋ゲル

の性状 

○三木宏太郎 1，谷郷龍

之介 2，谷 篤志 2，川

本拓実 1，山本雅博 1,2，

垣内 隆 2,3 

1 甲南大大学院，2 甲

南大，3pH 計測科学ラ

ボラトリー 

P18* 
酸解離する蛍光色素の pH-液液分

配ダイアグラム 

○木高啓悟，田中善資

裕，前田耕治，吉田裕美 

京工繊大院工芸科学 

P19* 

ギ酸脱水素酵素を用いた酵素電極

反応に対するピレン誘導体修飾電

極の効果 

○小林亜美，宋和慶盛，

北隅優希，白井 理 

京大院農 

P20* 

金属粒子を内包したオニオンライ

クカーボンで修飾したマイクロ電

極の作製と酸素還元応答の評価 

○武内森史 1，鈴木雅登
1,2，小寺史浩 3，安川智

之 1,2 

1 兵庫県大院理，2 兵

庫県大先端医療工学

研究所，3 旭川高専 

P21* 

トラックエッチ膜フィルター電極

を積層させた非酵素型センサによ

る尿酸の高感度検出 

○藤木壮磨 1，大石昌嗣
1，高柳俊夫 1，Jun-De 
Zhan2，Min-Hsin Yeh2，

水口仁志 1 

1 徳島大院理工，2 台

湾科技大 

P22* 

温度感受性抗体を搭載した機能性

材料の開発 

○孫 術益，西井 僚，

山本陽二郎，定永靖宗，

椎木 弘 

阪公大院工 

P23* 

イオン移動ボルタンメトリーを用

いた重金属イオンによる卵殻膜の

構造変化の評価 

○竹歳初美，吉田裕美，

前田耕治 
京工繊大院工芸科学 

第68回ポーラログラフィーおよび電気分析化学討論会

9 © The Polarographic Society of Japan



P24* 

柔粘性イオン結晶｜油界面におけ

る電気化学：イオン液体｜油界面

との比較 

◯宮里航司，横山悠子，

作花哲夫，西 直哉 

京大院工 

P25* 
イオン液体｜油界面におけるアル

ミニウム還元析出反応機構の解明 

○吉田尚弘，横山悠子，

作花哲夫，西 直哉 

京大院工 

P26* 
イオン液体｜油界面での COF 膜の

合成とその結晶性の評価 

○松本光平，横山悠子，

作花哲夫，西 直哉 

京大院工 

P27* 
イオン液体塩橋を用いた電位差測

定による酢酸の pKa の再検討 

○安茂千晴，垣内 隆，

山本雅博 

甲南大院自然 

P28* 

インクジェットポーラログラフィ

ーに用いる液状炭素電極の基礎検

討 

○渡邉康介，巽 広輔 信州大院総合理工，

信州大理 

P29* 
ボルタ電位差測定のための流動導

電性粉末電極の検討 

○阿辻克幸，巽 広輔 信州大院総合理工，

信州大理 

P30* 
中性子反射率法による電気化学フ

ルオラス溶媒|水界面の構造解析 

○石井浩介，横山悠子，

作花哲夫，西 直哉 

京大院工 

P31* 
モデル細胞膜を用いた疎水性イオ

ンの生物濃縮機構の検討 

○春岡雅美，宋和慶盛，

北隅優希，白井 理 

京大院農 

P32* 

薄層電気化学デバイスによる血清

中カリウムイオンの電量測定 

○中田武志 1，小島 順子
2，飯嶋 奏人 1，前田耕

治 1，吉田裕美 1 

1 京工繊大院工芸科

学，2 シスメックス

(株) 

P33* 

カチオン性分子をリン脂質小胞内

に高濃縮するための最適条件 

○山﨑 毅，鎌田和希，

石田尚人，吉田裕美，前

田耕治 

京工繊大院工芸科学 

P34* 

水中 LIBS における自己吸収の評

価：照射波長 1064 nm と 532 nm の

比較 

○田辺航太，横山悠子，

西 直哉，作花哲夫 

京大院工 

P35* 

金ナノ粒子を用いたフレキシブル

電極の開発と電気化学的応用 

○板垣賢広，孫 術益，

松井響平，定永靖宗，椎

木 弘 

阪公大院工 

P36* 

水中レーザー誘起ブレークダウン

分光法における発光スペクトル強

度の照射パルス毎のばらつきの遅

延時間依存性 

○藤井元汰，横山悠子，

西 直哉，作花哲夫 

京大院工 

P37* 
大気圧プラズマ|水界面近傍での反

応の電位測定による分析 

○久保田海，横山悠子，

西 直哉，作花哲夫 

京大院工 

P38 

オルトヒドロキノン構造を含むポ

リフェノールの酸化機構の考察 

○松本健嗣 1，菅野宙依
2，北川維人 3，辻野義雄
1，大堺利行 4，堀田弘樹
2,3 

1 神戸大院イノベ， 
2 神戸大院海事科学， 
3 神戸大海事科学， 
4 神戸大院理 
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P39 

導電性ペーストに分散させたカソ

―ディックルミノフォアからの電

気化学発光の高輝度化 

○久保田恒喜 1，遠藤彩

音 1，小松万葉 2，岩間

智紀 2，井上（安田）久

美 1 

1 山梨大，2 東北大 

P40* 

バイポーラ電気化学顕微鏡で用い

る発光基質の酸化還元電位と電気

化学発光の関係 

○阿部岳晃 1，岩間智紀
2，小松万葉 2，久保田恒

喜 1，遠藤彩音 1，戸塚

友里 1，珠玖 仁 2，井

上（安田）久美 1 

1 山梨大，2 東北大 

P41 

テトラフェニルボレート添加によ

る脂質二分子膜を介したイオン透

過 

山田悠介，成瀬 徹，宋

和慶盛，北隅優希，○白

井 理 

京大院農 
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J1 

1 1

40 nm
KB KB

40 nm
100 mA cm-2
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S1

1
(RAILs) RAIL

RAILs
RAIL

( )
RAILs

(redox active electrolyte)
RAILs

RAILs Oldham
[1] RAILs

 I RAILs (charge retention)
II RAILs (charge neutralization)
III RAILs (charge reversal)

RAILs RAILs

RAILs
RAILs

RAILs

RAILs RAILs
RAIL

2
(1) 25 μm 1 cm2 2 [2,3]
(2) ( 10 μm)

2 [4]

RAILs

[1] K. B. Oldham, J. Electroanal. Chem. 1992, 337, 91; [2] H. Tahara, R. Baba, K. Iwanaga, T. Sagara,
H. Murakami, Chem. Commun. 2017, 53, 2455; [3] H. Tahara, K. Uranaka, M. Hirano, T. Ikeda, T.
Sagara, H. Murakami, ACS Appl. Mater. Interfaces 2019, 11, 1. [4] H. Tahara, Y. Tanaka, S. Yamamoto,
S. Yonemori, B. Chan, H. Murakami, T. Sagara, Chem. Sci., 2021, 12, 4872.
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S2 
 

 
1 2 BEST 1,2 1,2 

 
(1)  

1923

1 Smaller-ion Shell(SiS)
1) SiS

(SiS) 1

SiS

 

 

 

(2)  

1

2 Salinity 

Gradient Energy: SGE SGE

(800 GW) 980 GW 2) SGE 1

Reverse Electrodialysis: RED

RED

RED 2022

1 RED

 

 

1) D. Fraenkel, Molecular Physics, 108, 1435-1466 (2010) 

2) B.E. Logan, M. Elimelech, Nature, 488. 313-319 (2012)
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S4 

ITIES
w

o ITIES

DDS

ITIES
PMF

pH  

Ft Ft 24
pH

ANS PMF
pH Ft

Ft DDS

DDS

CPP CPP

Ft
CPP - -L- PL PL

CPP

ITIES PL
PMF CPP R8

CPP  
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A01 W18

1 2  R-CCS 1 1 1,2 1 

Keggin W12-
POT POT

W18-POT

W18-POT Keggin
W9-POT W18-POT

P5+ S6+

W18-POT Keggin W9-POT
W18-POT Nudged 

Elastic Band NEB NTChem
B97XD/Def2-SVP W

W9-POT
W18-POT

P5+ W18-POT

Image3
W9-POT OH

W
350 kJ mol-1

W18-POT

I F
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A02

 ( ) 

 H+ 

[1]
 (HPO4

2-, H2PO4
-) 

 rhodamine 6G chloride
(R6G+Cl-)  1,2-dioleoyl-sn-glycero-3-
phosphocholine  cholesterol  giant unilamellar vesicles (GUV) 

GUV  0.1 M (M =
mol dm-3) GUV 
R6G+  (pH 8.0) 

 GUV  R6G+ 
 R6G+ 

GUV  R6G+

GUV  1.0 10-5 M 
R6G+ 2.5 10-3 M 

 (pH 8.0) R6G+ 

GUV 
R6G+  GUV  5 

( 1) HPO4
2-  R6G+ 

HPO4
2-  R6G+ 

GUV 
R6G+ 

[1] Ishida et al., submitted to Langmuir.

1 

 R6G+ 

R6G+R6G+
phosphate2-

(2.5 10-3 M)
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A03 Antibiotic Amoxicillin Detection Utilizing 
CNF Film Platform Modified with PBI-
wrapped MWCNTs Electrode 

 
1 2 3  

○Shaimah Rinda Sari1 2 3 1

 

Introduction Amoxicillin (AMX), ᴅ-α-amino-p-hydroxybenzylpenicillin tri-hydrate, is one 
of the most frequently use β-lactam antibiotics in the world to treat humans and animals against 
a wide range of infections. However, the widespread distribution and excess utilization of AMX 
can lead to serious environmental and health risk. In this study, we developed an electrode based 
on polybenzimidazole (PBI)-wrapped multi-walled carbon nanotubes (MWCNTs) utilizing 
CNF (cellulose nanofibers) thin film for AMX detection. CNF as an electrode framework is a 
great biodegradable alternative to plastic and can be easily disposed of, making it affordable 
and suitable for mass production. 
Experimental An electrically conductive CNF film electrode was prepared by casting three 
electrode system where PBI/MWCNTs is the working electrode on the CNF film (Fig. 1). The 
thickness of the electrode was 60 (±10) μm. The electrochemical behaviors were investigated 
using cyclic voltammetry (CV) and square wave voltammetry (SWV) methods. 
Results and Discussion The modified CNF 
film electrode exhibited high sensitivity and 
wide detection range for linear operation in two 
concentration regions of 0.3–10 and 10–500 μM 
(Fig. 2). While the sensitivity obtained is similar 
to previous works, the wide area detection is 
much better than those previously discovered 
[1]. Furthermore, the kinetics of electrode 
reactions was investigated. From the results of 
CV analyses, at lower concentration we 
proposed AMX responses are due to adsorbed 
species with electron transfer rate (ks) of 4×10-2 
cm s-1. Meanwhile, at higher concentration the 
redox reaction is mainly due to diffusion 
mechanism with diffusion coefficient (D) of 
4×10-6 cm2 s-1. 

[1]  López et al., Front. Chem., 2021, 9, 615602. 

Fig. 2 Calibration curve as a function of AMX 
concentration in the range of 0.3–500 μM. Inset figures 
show square wave voltammograms obtained for AMX 
using CNF film electrode (a) and calibration curve for 
lower concentration region of 0.3–10 μM (b). 

Fig. 1 AMX measurement setup using modified-CNF 
film electrode. 

(b) 

(a) 
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A04 heme

DET

DET
DET

DET
Gluconobacter japonicus D-fructose dehydrogenase FDH

DET L
flavin adenine dinucleotide D-fructose C

heme c C
ΔC FDH D-fructose DET

FDH L
F3S L

ΔC FDH
DET

KCl PGE PGE
4-mercaptopyridine 4-MP ΔC FDH ΔC FDH /4-MP/PGE 0.2 M D-
fructose McIlvaine pH6.0 25 C Ar

DET
F3S

pH

ΔC FDH /4-MP/PGE
(a) (b) 0.2 M D-fructose

a

b
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A05 

 
 

 

 (RAILs)

 (CT) CT  (CTIL)
[1]

CTIL

CTIL
 

CTIL [1] 1
1:1 2 ITO CTIL

2 CV CTIL CTIL
GPC MS NMR  

2 2
425 nm CT

563 nm
GPC MS NMR

CzC4ImC1 2
563 nm

2 CT

2 CTIL RAILs

 
[1] H. Tahara, Y. Tanaka, S. Yamamoto, S. 
Yonemori, B. Chan, H. Murakami, T. Sagara, Chem. Sci., 12, 4872-4882 (2021). 

1. CTIL  

2.  
UV-vis-NIR  
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A06 2

1 2

 1  1  1  1  1,2

DET
DET

DET
/

ADH/AlDH DET
2

ADH/AlDH Gluconobacter oxydans NBRC12528
25 C Ar

1- ADH DET 1

c 1-
ADH/AlDH AlDH
cADH / cAlDH = 10 20% 2

ADH AlDH DET

1 ADH DET
E = 0.5 V ω = 4000 rpm

1 M 2 mM CaCl2
0.5 M MES-NaOH buffer pH 5.5
Py: PyOH: 1-
PyOCH3: 1-
PyCOOH: 1- PyNH2: 1-

0
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3

4

pristine Py PyOH PyOCH3 PyCOOH PyNH2

j/
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–2

2 ADH/AlDH 2
v = 5 mV s–1 ω = 4000 rpm

1 M 2 mM CaCl2
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-1

0
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2

3

4
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A07   
 

  
1 2 1 2 

 

Epzc  
Neox Graphite 4H 0.5 mm

6.0 cm
, STYLE FIT, 0.5 mm M5R-189

 
1.0 M KI

-

1

Epzc  Epzc = 115 mV vs. SCE
1.0 M KBr KCl CsCl

Epzc  66 mV vs. SCE
37 mV vs. SCE 41 mV vs. SCE

a KI log a
32 mV

2 KBr  0.1 M 
KCl CsCl
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2 mV s 1  
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A08  
 

1 2 1 2 

 

0.1 M KCl

 
 

5 μm ICB 0520
 

T−16  10 mL 
1 L s 1 0.5 mm

0.1 M KCl Ag/ AgCl
Pt

IR CCD
Open Drop1,2

 
 

 mV

 

 
1 J. D. Berry, et al., Journal of Colloid and Interface Science, 454, 226–237 (2015). 

2 E. Huang, et al., Journal of Open Source Software, 6(58), 2604 (2021). 
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A09   
 

 
 

 

TCs

TC
CTC DC

 
1,2- DCE

o
w

PMF [1] |DCE
PMF cw 376 nm

 
pH TCs

o
w  H3TCs+° logPH2TCs

Table 1 H3TC+ pH 3 PMF
0.18 V Fre 

> 0, Fim < 0
Fre < 

0, Fim > 0 Fig. 1
H3CTC+ H3DC+

HCTC
pH 8

CTC2 pH 10
pH 3

H3TC+ H3CTC+

H3DC+

 
[1] Nagatani et al., Anal. Sci. 23(9) (2007) 1041. 

Table 1. Ion transfer potential and partition coefficient 
of TCs at the water|DCE interface. 

Fig. 1. PMF responses for H3TC+ and H3DC+ at 
      the water|DCE interface. pH 3.0, [TCs]  100 M. 

 R1 R2 R3 o
w  H3TCs

+°  / V logPH2TCs 
H3TC+ H OH H 0.170  0.05 

H3CTC+ Cl OH H 0.124 0.36 
H3DC+ H H OH 0.127  0.45 
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3  4

 
O 3  4

W1 W2 3 4
3 mm 2 mm V

O  5.0 × 10  mol dm M 2,4,6-trinitrophenol
nitrobenzene NB W1 20 mM cetyltrimethylammonium chloride

CTACl 0.5 M 2-propanol W2 W1 W2 Ag/AgCl
W1-W2

1 ms
O/W2
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1. Y. Tatsuno, T. Kozuru, Y. Yoshida, K. Maeda, Anal. Sci., 28(12), 1145–1151(2012). 
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A11 Fast scan voltammetry for oxidation 
of OH- associated with negative 
capacitance 
1 2

Introduction The oxidation of OH- has been applied to energy storage and conversion 
systems through the reaction (4OH- O2+2H2O+4e-). The voltammetric waves are irreversible 
due to unknown intermediates. Fast scan voltammetry has been used for detection of 
intermediates. We have found that decreased currents at fast scans were only attributed to 
electrode kinetics but also can be ascribed to the capacitance associate with faradaic reaction1,2). 
This concept and technique are applied here to the oxidation of OH-.

Experimental The working electrode was a platinum wire 30 m in diameter without any 
shield in order to avoid the floating capacitance. The tip of the wire was inserted into the 
solution by 1 mm depth. Voltammetry was made in some concentrations of NaOH + 0.5 M 
NaNO3. Scan rate v was varied from 0.01 V s-1 to 10 V s-1.

Results and discussion The peak currents of the oxidation of OH- were linear to v1/2 for v 
< 1 V s-1 (Fig.1), exhibiting the diffusion-control. The oxidation current at slow scan was 
controlled by diffusion of H+ rather than OH- according to the determined value of the diffusion 
coefficient. The intercept, Ip0, was caused by cylindrical diffusion. However, the observed 
currents at v > 1 V s-1 were smaller than the theoretical one1,2). The effect of the charge transfer 
kinetics disagreed with the experimental results (Triangles in Fig.1). The lower deviation can 
be attributed to the negatively capacitive current, of which values were invariance to the 
concentration of OH- (Fig.2) due to destruction of dipoles by agitation of hydroxyl radicals. 

Fig. 1 Variation of the limiting or peak currents with the square-
root of the scan rates observed at Pt wire electrode in 0.42 mM 
NaOH + 0.5 M NaNO3. Triangles are calculated from the Butler-
Volmer charge transfer kinetics for the transfer coefficient 0.5 
and the transfer rate constant 0.01 cm s-1.
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Fig.2 Variation of the negative capacitances -Crx with 
concentrations of OH .The inset is a plot of (Ip-Ipo) v-1/2 
with v-1/2. The slope is negative value to demonstrate 
-Crx.
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1) Y. Liu, K.J. Aoki, J. Chen, J. Electrochem. Soc., 169(3), 2022, 036510
2) K.J. Aoki, J. Chen, Y. Liu, B.Jia, J. Electroanal. Chem., 856, 2020, 113609.
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A12 Au
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1. SAM
[1]

SAM(Fc-SAM)

2. 11-ferrocenyl-
1-undecanethiol SAM Nafion Nafion

3. Fig. 1 (a) Nafion Fc-SAM
(CV)

ClO4
⁻ (Pc1-Pa1)
ClO4

⁻ Nafion [2] KF
F⁻ Pc1 Fig. 1 (a)

SAM Fc+ Nafion
Pc2- Pa1

Fig. 1 (b) 0.5 mM
(PFOS) Fc-SAM CV ClO4

⁻

Fc+ (Rf)
Pc2

(
) Pc2

Rf Fc+

Nafion
[3]Fc-SAM Nafion

SAM Pc2

Nafion Fig. 1

Fig. 1 NaClO4 ClO4
⁻

Fc+

SAM
Rf

4. [1] T. Sagara et al., Langmuir, 38 (2022) 979.  [2] A. M. Gómez-Marín et al., J. Phys.
Chem. C, 114 (2010) 20130.  [3] M. S. Iqbal et al., Langmuir, 34 (2018) 12776.

Figure 1. CVs of Fc-SAM-modified Au
electrodes in NaClO4 solutions at a
sweep rate of 50 mV/s: (a) with a Nafion
membrane cast directly on the SAM,
(b) with coexisting 0.5 mM PFOS in the
solution.

(b)

(a)

b)
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 (DLS) 
DLS

 (ECL) 1) 

lucigenin 420 nm 500 nm
420 nm 500 nm

ECL

1-butanol 1-hexanol Tween 80
0.1 M NaCl 3.0 10  M lucigenin

1,3-butanediol
Fig. 1 2) ECL ITO

Ag/AgCl Pt
0 lucigenin

−0.35 V 1 −0.90 V
ECL DLS ELSZ-1000ZS

ECL 420 nm 500 
nm DLS

10,000 nm
ITO

DLS

1,3-butanediol 1-butanol
500 nm

Fig. 1

[1] , , , , , .,70, 541-550 (2021).
[2] M. Y. Gu, Z. W. Wang, H. X. Yu, J. Disper. Sci. Technol., 27, 949-954 (2006).

Fig. 1 Ternary phase diagram 
plotting emission peak intensity 
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4

1) T. Kakiuchi, R. Tanigo, A. Tani, T. Yamazaki, K. Komatsubara, K. Nakano, and M. Yamamoto,

submitted for publication.

2) A. S. Brown and D. A. Macinnes, J. Am. Chem. Soc., 57, 1356–1362 (1935).

3) I. M. Kolthoff and P. K. Kuroda, Anal. Chem., 23, 1304–1306 (1951).
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20 mV s 1 1A
W2| 0.3 V

1 mV 1B W1 (Qw1)
(Ic) 1C 1A

Ic 10 1

Qw1 E 1D
Stern Gouy

1. (A) (B)W1 (C)
(D) CAw ( )0 ( ) 1 mM  20 mV s 1
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[SCuW11O39]4-(SCuW11)
(CV) POM

Cu(0) Cu(II)
Cu(II/0) Cu(I/0)
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0.1 mM n-Bu4NPF6

0.5 mM SCuW11 CV( : GC; : Ag Fc/Fc+ ; :
Pt) -925 mV -2040 mV

1
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SEM
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1
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+ SCuIIW11) Cu0 POM
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-2000 -1500 -1000 -500
-20

-10

0

10

E/mV vs Fc/Fc+

Fig. Cyclic voltammograms of 0.5 mM [SCuW11O39]4- 

in CH3CN containing 0.1 M n-Bu4NPF6. Scan rate: 
100 mV/sec.
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1. E. Makrlik, Q. L. Hung, J. Electroanal. Chem. 158, 269 (1983). 
2. T. Wandlowski, V. Marecek, Z. Samec, J. Electroanal. Chem. 331, 765 (1992). 
3. T. Osakai, H. Ogawa, T. Ozeki, H. Girault, J Phys. Chem. B 107, 9829 (2003). 
4. S. Kihara, M. Suzuki, M. Sugiyama, M. Matsui, J. Electroanal. Chem. 158, 269 (1983). 
5. K. Uematsu, J. Yamagata, H. Sakae, H. Katano, T. Osakai, Anal. Sci. 37, 1707 (2021). 

1. CH2 CH2

kJ mol-1  

 G0
tr
,TFE→W H0

tr
,TFE→W T S0

tr
,TFE→W 

CH2 2.96 ± 0.03 1.7 ± 0.1 1.2 ± 0.1 

CF2 4.90 ± 0.09 2.3 ± 0.1 2.6 ± 0.1 
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B09 

 

 X  rhodamine 

6G, R6G+ R6G+ X  

Cl  Na+ 

pH buffer (P ) 

R6G+ X  P  

R6G+ X P  

R6G+ X P  

 [1]

[2,3] Fig. 1 R6G+ 

 (Rin/out) R6G+ P  

R6G+ 

X  R6G+ X  

P  R6G+ 

Fig. 2 R6G+ X  

[1] Langmuir, 32 (41), 2016, 10678, [2] Analyst, 145, 2020, 3839, [3] BBA-biomembr., 1863(11), 2021,

183724.

Fig. 2 Accumulation mechanism Fig. 1 Accumulation of R6G+ depending on 
the concentration of P  
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 (PFAS : perfluoroalkyl substances) 
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 PFAS  LC/MS

PFAS 
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Ag/AgCl

2-
nitrophenyl octyl ether (NPOE) 

 tetrakis[3,5-bis(trifluoromethyl)phenyl]borate (TFPB ) poly(3,4-
ehylenedioxythiophene),bis-poly(ethyleneglycol) (PEDOT-PEG TFPB)  acetylene carbon 
black  poly(vinylidene fluoride) 

 PFAS
PFAS perfluorohexane sulfonate (PFHxS )  L

 
PFHxS  

 (Fig. 1 inset  –0.25 V PFHxS– 

0.25 V 

 Fig. 1 0.35 V
 

(PFHxS–, x M) L 
Fig. 1 

PFHxS  

 (n = 5) 3% 
 

PFHxS   

Fig. 1 Current response obtained by 
injecting 0.5 μl of x μM PFHxS  
solution (x = 50, 100, 150, 200), into 
the thin layer flow cell. Applied 

-1
. (Inset figure) cyclic 

PFHxS -1. The 
ning 10 

2 as supporting electrolyte. 
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Flu- Flu- 

 1.0 × 10-4 M Tris-HCl  (pH 7.0)

1.0 × 10-6 – 1.0 × 10-2 M  Bis(triphenylphosphoranylidene) ammonium chloride (BTPPACl) Tetrapentyl-
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Fig.1 Flu-  
 Flu-   

Fig.1

 Flu-  R  (X+ ) 
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Fig. 1 Dependence of the apparent distribution ratio R, 
on the concentration of cation in aqueous phase [X+ ]w.
X+ = BTPPA+ ( ), TPenA+ ( ), TBA+ ( ), TEA+ ( ), 
TMA  ( ).
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[1] T.Murata et.al., Bull. Chem. Soc. Jpn. , 2006, 79, 6, 894–913. (DAP CV . 

[2] S.Suzuki et.al. , Inorg.Chem , 2005, 44, 8197-8199. KHAP CV  
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Figure 2. 
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Figure 1.  
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[1] S.Kasai, A.Prasad, R.Kumagai, K.Takanohashi, Scanning Electrochemical Microscopy-Somatic Cell

Count as a Method for Diagnosis of Bovine Mastitis, Biology, 11(4), 549, (2022),

https://doi.org/10.3390/biology11040549.
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[1] Y. Kobayashi, H. Yoshida, S. Ahn, G. Chang, M. Oyama, ACS Appl. Energy Mater., 2, 2337 (2019). 

[2] F. Sato, S. Funo, Z. Cai, G. Chang, Y. He, M. Oyama, Electrochem. Commun., 124, 106939 (2021). 
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48
3-(4,5-di-methylthiazol-2-yl)-2,5-diphenyltetrazolium 

bromide MTT
NADH MTT formazan MTT formazan

MTT
MTT

 
0.50 mM MTT NB 1.0 mL 1

5.0 μL ITO
2.0 mm formazan

ITO Pt Ag|AgCl
pH7.0 CV  

+0.10 V vs. Ag|AgCl + 0.75V 2
Fig. 1 2 1) 

 
(I) MTT + e MTT  
(II) MTT + H+ + e formazan  
 

formazan formazan

 
formazan

  
 
E. P. Marques, J. Zhang, Y.-H. Tse, R. A. Metcalfe,W. J. Pietro, A. B. P. Lever, J. Electroanal. 

Chem., 395, 133-142 (1995). 

 
Fig. 1 CVs of formazan which E. coli, whose 
viable cell density is (a)5.5 106 (b) 105 (c)
103 and (d)0 CFU mL-1 respectively, during 
incubation for 1h at 310K with 0.50 mM MTT. 
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P10 High Sensitive Alcohol Gas Detection 
Based on PQQ-ADH electrode reaction 
with MWCNT-Modified CNF Film 
Platform

1 2 3 ○Citra Dewi Rakhmania1

2 2 2 3 1

Introduction Skin gas can be used for a biomarker as an early disease detection. However, 
because skin gas is composed of ppb-level mixed gas, a highly sensitive and selective detectors 
are required for disease detection. In this study, we 
developed an ethanol skin gas detector utilizing a PQQ-
ADH (pyrroloquinoline quinone-dependent alcohol 
dehydrogenase) enzyme-modified CNF (cellulose 
nanofiber) electrode.
Experiment Three-electrode system was prepared 
on the same CNF film by casting a MWCNT (multiwall 
carbon nanotubes). The working electrode was then 
modified with the PQQ-ADH. Electrochemical 
measurements were performed by using cyclic 
voltammetry (CV) and potential amperometry.
Result and Discussion The catalytic oxidation 
current based on a direct electron transfer between the 
PQQ-ADH and MWCNT was observed from -0.1 V 
when ethanol was added (Figure 1). However, in the 
absence of ethanol (broken line), there was no catalytic 
current. The heme-c containing in the PQQ-ADH 
showed one couple of redox reaction around 0 V. From 
the redox peak area, the adsorbed PQQ-ADH was 
estimated to be 1.8 x 10-13 mol cm-2, which was only 
10% of monolayer level.

PQQ-ADH modified CNF electrode was then 
used for amperometry measurement (Figure 2). The 
current value increased proportionally from ca. 25 ppb 
as the increasing concentrations of ethanol gas up to 25 
ppm.

Figure 1. CV results at the PQQ-
ADH/MWCNT modified CNF electrode 
in 0.1 M acetate buffer (pH 5.5) with 2 
mM CaCl2 in the presence (solid line) and 
absence (broken line) of 0.1 M ethanol. 
Potential scanning rate: 10 mV s-1.

Figure 2. (a) Amperometric results for 
ethanol gas detection at the PQQ-
ADH/MWCNT modified CNF 
electrode. Working electrode potential 
was 0 V. (b) Magnified part of Figure 
2(a). 

(a)

(b)
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1 % m- m-
AuNP/PmTD 1) 25 %

E. coli O26
E. coli O26

10

200 mM, pH 7.0  
AuNP/PmTD E. coli O26 E. coli O26

Fig. 1 AuNP/PmTD E. coli O26
DPV 0.4 V AuNP/PmTD

R2 0.9802
AuNP/PmTD 

 
1) S. Tanabe, Anal. Chem., 94(31), 10984-10990 (2022).  

 
Fig. 1 DPV of the labeled E. coli O26 in 
phosphate buffer (pH 7.0). 
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[1] S. Makino, Y. Kitazumi, N. Nishi, T. Kakiuchi, Electrochem. Commun., 2011, 13, 1365. [2] N. Nishi, Y. Hirano, T. Motokawa, 

T. Kakiuchi, Phys. Chem. Chem. Phys., 2013, 15, 11615. [3] S. Zhang, N. Nishi, T. Sakka, J. Chem. Phys., 2020, 153, 044707. [4] C. H. Lee, 
R. K. Chang, N. Bloembergen, Phys. Rev. Lett., 1967, 18, 167. [5] P. Xu, A. Huang, J. Suntivich, J. Phys. Chem. Lett., 2020, 11, 8216. 

0 5000

10

20

30

40

50

60

0 5000

10

20

30

40

50

60

t /s

I s
h

g 
/ c

ps

t /s

(a) 0.0  0.8 V (b) 0.8  0.0 V

C2mimTFSA

TOMATFSA

C2mimBF 4

Fig.1. Time variance of SH photons against the multi-potential 
steps for the (a) negative and (b) positive step. The dashed 
black lines are fitting curves. 
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P14 NAD NAD
 

 
 

  

NAD

NAD
Methylorubrum extorquens AM1

FoDH1 NAD+/NADH DET
NAD

FoDH1 α 110 kDa β 60 kDa
/ NAD+/NADH

DET

1 NAD β FoDH1B
FoDH1

FoDH1B DET NAD  

M. extorquens AM1 FoDH1 fdh1
FoDH1 α C His-tag rFoDH1

β C His-tag FoDH1B NADH
DET 1 4-

4-ATP PGE 4-ATP/PGE
rFoDH1 FoDH1B 1 M pH 8.0 25 C Ar

  

rFoDH1 FoDH1B 4-ATP/PGE NADH
DET 1 FoDH1B

DET

NAD
  

(1) T. Yoshikawa et al., Chem. Comm., 58, 6478 (2022). 

 
1  

FoDH1B rFoDH1 
NADH 50 mM 

-100

0
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j/
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P15 ITO

     

( )   

ITO

ITO

p-aminophenyl trimethoxy-silane (APhS)
1

1 APhS–  CAPhS

ITO ts

EDC/sulfo-NHS
Ag/AgCl/sat-KCl ex

situ XPS

ITO  (CAPhS = 5 mM, ts = 5 min) CV ( 2)
 = 3.1  10-10 mol cm-2

CAPhS ts

2
[1]

80%
ks 400 s-1

30~35°

CAPhS = 5 mM, ts = 60 min
Fe(CN)6

3-

ITO Fe(CN)6
3-

ITO Ru(NH3)6
3+

[1] T. Sagara, in Advances in Electrochemical Science and Engineering, Vol. 
9, Wiley-VCH, 2006, pp. 47-95.

 1. 

 2.  (pH 7.0)
 (CAPhS = 

5 mM, ts = 5 min) ITO
CV ( 20, 50, 100, 
200 mV/s)
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P16 
 

 
    

 
(RAILs)

RAILs
RAILs

iR
CV

RAILs   
RAIL [FcC6ImC1][TFSI](Fig. 1)

10 μm Au
Pt 2
Pt CV   
25 CV [1]  

CV 1  
CV

CV
 

[FcC6ImC1][TFSI]

CV

CV (1) ( [2]) (2) 
DigiElch® 8.0 CV

20 mV s-1

DigiElch
(Fig. 2) 0.1 mV s-1

100 V s-1

1 Dox = Dred = 
1.0×10-8 cm2 s-1

 
[1] , , , 67 2S4 (2021). 
[2] K. Aoki, K. Akimoto, K. Tokuda, H. Matsuda, J. Osteryoung, J. Electroanal. Chem., 171, 219-230 (1984). 

 
 
 

 
Fig. 1 Molecular structure of 
[FcC6ImC1][TFSI] 

[FcC6ImC1][TFSI]

 
Fig. 2. CVs of [FcC6ImC1][TFSI] with Au microdisk 
electrode at 25  compared with digital simulated 
ones with and without uncompensated resistance (Ru). 
Simulation parameter set: Dox = Dred = 1.0×10-8 cm2 s-1, 
ks = 104 cm s-1, (a) v = 0.1 mV s-1, and (b) v = 100 V s-1. 

(a) (b)

exp.
sim
(Ru = 0 MΩ)
sim
(Ru = 10 MΩ)

exp.
sim
(Ru = 0 MΩ)
sim
(Ru = 10 MΩ)
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P17  

 
1 2 3pH  

 

1 2 2,3 

(ionic liquid salt bridge,ILSB) KCl
tributyl(2-methoxyet- 

hyl)phosphonium bis(pentafluoroethanesulfonyl)imide ([TBMOEP][C2C2N]) poly (vin- 
ylidene fluoride-co-hexafluoropropylene) (PVDF-HFP) ILSB

ILSB 0.1 mV
ILSB ILSB ILSB

IL

ILSB [TBMOEP][C2C2N] trihexyltetradecylp- 
hosphonium [3,5-bis(trifluorom- ethyl) phenyl]borate([P8,8,8,10][TFPB] )

( [TBMOEP][C2C2N]:[P8,8,8,10][TFPB]=10:1 , 50:1)  PVDF-HFP 5:2
ILSB 12 mm

ILSB

Ag | AgCl | 10mM NaCl |  | 10mM NaCl | AgCl | Ag

 Ag | AgCl | 10mM TBMOEPCl |  | 10mM NaCl | AgCl | Ag

 
6  

 
 

 
[1] 2022 81  
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P18 pH-

pH Ka

pH Ka Ka

pH

 1.0 mm
 3.0 mm W O

3 5×10-3 M M = mol dm-

3 buffer pH 10-4 M 1,2-
dichloroethane 10-2M bis(triphenylphosphoranylidene)ammonium
BTPPA tetrakis[3,5-bis(trifluoromethyl)phenyl]borate TFPB

Fig. 1 erythrosine B H2EB
pH-  H2EB pKa 5.0 7.4

HEB‒  EB2‒ pH 5 H2EB 
H+ pH 5‒7.4

HEB‒ 
HEB‒ 

H+ 
pH 8

EB2‒ 

H2EB 
pH 5‒7.4

HEB‒ 
 EB2‒ 

-0.4
-0.3
-0.2
-0.1

0
0.1
0.2
0.3
0.4
0.5
0.6

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14

E/
 V

pH

H2EB(W)

HEB‒(O)

HEB‒(W) EB2‒(W)

EB2‒(O)

Fig. 1 pH-distribution diagram
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P19 
 

 
 

 

DET

FoDH1 / DET
[1]

FoDH1
 

MWCNT
MWCNT /DMF 2 h

1.0 M pH8.0
2 h FoDH1

1.0 M pH8.0 Ar 40 C  

CV
0 V 1

PyPy  1-
PyNH2

3
1-

PyCA
2

FoDH1
FoDH1

Py 2
  

[1] T. Yoshikawa, et al. Chem. Commun., 58, 6478 (2022) 

0

100

200

300

400

500

600

700

800

PyCA PyNH₂ PyPy Py
 

 

第68回ポーラログラフィーおよび電気分析化学討論会

63 © The Polarographic Society of Japan



P20

1 2 3

1 1, 2 3 1, 2

(OLC)
OLC

[1]
OLC

OLC
OLC

Indium Tin-Oxide(ITO) 10,000 (100
100, 16 m 10 m 32 m )

ITO 30 m Dimethyl 
Sulfoxide OLC (0.5 mg mL-1) ITO

(10 Vpp, 3 MHz)
OLC

OLC
20 m s-1 (Fig.1 )

OLC
OLC

60 s
Fig.1

OLC
OLC

OLC OLC

[1]     67  

50 m
Figure 1. OLC

 ( ) ( ) 
60 s

50 m
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P21

1 2 1 1 Jun-De Zhan2

Min-Hsin Yeh2 1

(TEME)

(AA) (AET) TEME

(AB) TEME

Fig.1 WE1 AET

TEME Au 1

mM AET 24 WE2 AB

TEME Au

AB

1 mg AB 10 mL 30 1

UA Au AB

Fig.2(a) AB Au UA

AA AET Fig.2(b) AET

Au Au AA

WE1 WE2 0.4 V

400 μM

0.4 μM

50 μM AA 50 

μM UA 10%

100

99.0

100.5 %

Fig. 1 Structure of the 
electrochemical detector.

Fig. 2 Relationship between potential and efficiency of 
electrolysis for 50 μM uric acid (a) and 25 μM ascorbic acid 
(b). The electrodes used were Au (circle), acetylene-black 
decorated Au (triangle), and 2-aminoethanethiol modified Au 
(inverted triangle). Carrier solution contained 0.1 M KCl and 5 
mM phosphate buffer (pH 7.4). Flow rate was 0.2 ml min-1.

T

B
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P22
1 1 1  1  1  1

DOX
25 18 40

10 μM DOX pH 8.0
25 60

DOX

10 μM DOX pH 8.0, 0.043 500 nm
25 1 0.002

95 DOX 50
pH 4.0 2 DOX

0.025 DOX
60 25 DOX

50 DOX

DOX
10 μM

DOX 90
60 DOX

C
1. ( ) 10 μM DOX

( )DOX ( ) DOX

第68回ポーラログラフィーおよび電気分析化学討論会

66 © The Polarographic Society of Japan



P23 

 (ESM) 

-SH

 (W)  

(O)

 1 M (mol dm⁻³)  3  2 mm 

 2  W  O 

 W Ag+  0.25 

mM Ag2SO4  1 W O  0.01 M 

tetrapentylammonium chloride 

 W  0.1 M MgSO₄ O  0.01 M tetrapentylammonium tetrakis [3, 5-bis (trifluoromethyl) 

phenyl] brate  W  O 

 tetramethylammonium ion (TMA+) tetraethylammonium ion (TEA+)

tetrapropylammonium ion (TPrA+)  (SEM) 

 X  (EDS) 

 (D)  Table 1 

 D 

Ag+ 

TPrA+  D TMA+

 TEA+  D 

Ag+  TEA+ 

Ag+ 

TPrA+ 

Fig. 1 

 a-2  Ag Ag+ 

 Ag  (b-2)  Ag 

 (c-2) Ag  S Ag 

 S  S-S Ag+ 

Table 1 Apparent diffusion coefficients for various conditions, D / cm2 s 1 

TMA+ TEA+ TPrA+ 

Without ESM 5.1 4.9 3.8 

ESM 3.7 2.0 1.3 

Ag+ - ESM 4.4 3.2 0.89 

10 μm10 μm 10μm 

10 μm10 μm 10μm

10μm 10 μm 10 μm

Fig.1 Surface morphology of the ESM 
a) ESM  b) 0.5 mM Ag+-ESM 
c) 20 mM Ag+-ESM  1) SEM  2) Ag maping
image  3) S maping image 

a-1 a-2 a-3 

c-1 

b-1 

c-2 

b-2 b-3 

c-3 
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P24 
 

 
 

 

 (IPC) 

- IPC

IPC  (O)  (IPC O ) 
 (CV) 

  
IPC [1]

dimethylammonium nitrate (N0011 NO3 ) IPC O 1,4-
dichlorobutane (DCB) 20 mM tetraoctylammonium 
tetraphenylborate (TOA TPB ) DCB  (

10 15 μm) N0011 NO3 N0011 NO3 DCB
 (CV) Ag/AgCl

N0011 NO3  (IL) 80 IPC 20
CV   

N0011 NO3  IL 80℃
NO3  (IL→O) N0011  

(IL→O) 160 mV
IL IL O 150 mV[2] N0011 NO3

IPC 20 ℃ 300 mV 80 IL O
O TOA TPB N0011 NO3

N0011 NO3 IL
N0002 NO3  

 
[1]H. Abe et al., J. Mol. Liq., 269 (2018) 733.  
[2]Y. Kuroyama et al., J. Electroanal. Chem., 881 (2021) 114959. 
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P25    
 

 
 

 
 (O)

 (W) 1  (IL) W 2

IL O IL
O 3 IL O

Al  
IL 1-(3-hydroxypropyl)-3-methylimidazolium chloride (C3OHmimCl) 3

AlCl3 xAlCl3 = 0.67 Al
Al2Cl7 O diisobutylaluminium hydride (iBu2AlH) 

1 M IL-O 75℃ 24
IL O SEM EDX XRD Al

O 27Al NMR
 

IL O
Fig. 1 SEM

EDX XRD Al  
Al  (ET) 

 
ET 2 iBu2AlH (O) → 2 iBu2Al+ (O) + H2↑ + 2e  

       4Al2Cl7  (IL) + 3e  → Al + 7AlCl4  (IL)  (2) 

IL O ET IL O
 (IT) ET

iBu2Al+ IL
IT

27Al NMR O iBu2AlCl iBuAlCl2

IT1 IT2  
IT1 iBu2Al+ (O)  Cl  (IL)  iBu2AlCl (O)  (3) 
IT2 iBu2Al+ (O)  AlCl4  (IL)  2iBuAlCl2 (O)  (4) 

IL O IL O
(1)

IL iBu2AlH
 

iBu2AlH (O) + 3H2O (IL)  Cl  (IL)  Al(OH)3Cl  (IL) + H2↑ + 2CH(CH3)3↑  (5) 
 
(1) Y. Cheng and D. J. Schiffrin, J. Chem. Soc., Faraday Trans., 92 (1996) 3685. 
(2) N. Nishi et al., Chem. Commun., 51 (2015) 13638.  
(3) Y. Kuroyama et al., J. Electroanal. Chem., 881 (2021) 114959. 

Fig.1. Al SEM  

2 m
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P26 

 
 

 (COF) 

Sc(OTf)3  (W) |  (O) COF
COF

1 1 COF

COF
2 W  (IL) IL-W

COF
IL COF

COF
XRD  
 

W | O COF [1] O 1,4-dioxane
mesitylene ( 4 : 1) 1,3,5-tris(4-
aminophenyl)benzene (TAPB) 12.5 mM terephthalaldehyde (PDA) 18.8 mM O

IL 1-ethyl-3-methylimidazolium tetrafluoroborate 
(C2mimBF4) IL IL-W IL  (x %) 

x IL-W ILW ILW
5 mM Sc(OTf)3 ILW 0.3 mL

O 1 mL ILW | O COF 72
1 COF

XRD  

ILW | O COF XRD
1  (100) x
x = 0 25 ILW IL

x = 25
IL C2mim+

ILW 
IL

COF  

 
[1] M. Matsumoto et al., Chem, 4 (2018) 308. 
[2] B. J. Smith et al., Chem. Commun., 52 (2016) 3690.  

 
1. COF XRD x . 

 

1 2 3 4 5 6 71 2 3 4 5 6 71 2 3 4 5 6 71 2 3 4 5 6 71 2 3 4 5 6 7
2  / deg.

In
te

ns
it

y/
a.

u. 25%

(100)

(110) (200)|

100%

12.5%

0% (x)37.5%
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P27 
pKa

(Tributylmethoxyethylphosphonium bis(penta-
fluoroethanesulfonyl) amide( [TBMOEP][C2C2N])) ILSB

ILSB
[TBMOEP][C2C2N] IL

5 mV IL
 

 

Ag Pt
E

Ag | AgCl | Wref | ILSB | W1, H2(g) | Pt    cell (I) 
Wref 0.01 mol dm HCl 0.01,0.1 mol dm [TBMOEP]Cl W1 0.005~1 mol  
kg-1CH₃COOH 25℃

ILSB 0.15mmol(25℃) IL

Ag | AgCl | 0.01 mol dm-3 HCl | AgCl | Ag cell(Ⅱ) 
Ag | AgCl | 0.01 mol dm-3 HCl , H₂ | Pt cell(Ⅲ) 

Cell(Ⅱ) Ag/AgCl IL
cell(Ⅲ) Pt IL

pKa 4.9 H.S.Harned 4.756 1932 [2]
IL cell(Ⅱ) 4 V cell(Ⅲ)
2 V IL

 
 

[1] 2015  
[2] H.S.Harned and R.W.Ehlers,JACS 54, 1350-1356 (1932) 
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P28

1 2 1 2

2

2 5 μm
ICB-0520 1.5 g cm 3 DDS-93 2.2 g cm 3

1 T-16 1.9 g
cm 3

7200 1.4 g cm 3

1 : 60
20

1 : 5 10 mL
5

1

DDS-93
1

DDS-93

第68回ポーラログラフィーおよび電気分析化学討論会

72 © The Polarographic Society of Japan



P29 
 

 
1 2 1   2 

 

2

100 μm 0.2 M

100 μm
(200 T )  

Ag | AgCl | 20mM KCl(aq) | air | Cu  
Ag | AgCl | 20mM KCl(aq) | air | Cu-Au 

KCl 4.0 mm
2 mm

 
 

3
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P30

(Fs) (ILs) (W)
W

(PM) PM

1,2 PM F1,2 IL 3 F IL
PM

F IL F|W (EDL) 
PM PM

F|W 4,5 EDL
F|W EDL

IL [THTDP+][C4C4N (trihexyltetradecylphosphonium bis(nonafluorobutane-
sulfonyl)amide) (NR) NR THTDP+ (SLD 

0.40×10 6 Å 2) C4C4N (SLD 3.61×10 6 Å 2) (SLD) 
(THTDP+ 0.299 C4C4N 0.526 eÅ−3) X

6

NR J-PARC BL16 SOFIA 7

F 2.2 mM THTDPC4C4N DMTMP (1,1,1,2,2,3,4,5,5,5-decafluoro-3-methoxy-4-
(trifluoromethyl)pentane) W 1 mM NaCl D2O
F Pt (CEF) Ag/AgCl (REF) W Ag/AgCl (REW

CEW) F|W (= − ) = 500 300 100
+100 +300 mV NR

F|W NR (logR vs. q)
100 mV R F [THTDP+]

(SLD 0.40×10 6 Å 2) W (SLD 6.36×10 6 Å 2) F (SLD 3.13×10 6 Å 2) 
SLD R

100 mV R F [C4C4N ] (SLD
+3.61×10 6 Å 2) W F SLD

R

[1] X. Jia et al., Small, 15 (2019) 1.
[2] X. Jia et al., Adv. Mater., 32 (2020) 1905942.
[3] T. Ueki, private communication.
[4] H. Katano et al., J. Electroanal. Chem., 796 (2017) 82.
[5] K. Uematsu et al., Anal. Sci., 37 (2021) 1379.
[6] S. Katakura et al., J. Phys. Chem. B, 124 (2020) 6412.
[7] K. Akutsu-Suyama et al., Appl. Sci., 12 (2022) 4.
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P31   
 

 
 

K+ 140 mM  5 mM
K+ K+ 

K+ 

K+ .[1] 
K+ Cs+ Na+

 
 

Ag AgCl W1 K - LM W2 AgCl Ag 
K+-LM K+ K - LM potassium tetrakis[3,5-

bis(trifluoromethyl)phenyl]borate (TFPB) 2-nitrophenyl octyl ether (NPOE) 
 (PVC) W1  15 mL  1 mM KCl aq. 

 0.01 mM,  0.1 mM,  1 mM,  10 mM CsCl NaCl
W2  15 mL  100 mM KCl aq. W1 W2

Ag | AgCl W1 Cs+ 

Na+ Cs -ISE, Na+-ISE ISE
 [1] .   

W1 0.1 mM 1 mM CsCl W1 W2 Cs+ 
W2 Cs   W1 Cs   2.4  1.3 

W1 W2  0.1 mM 9 1 mM 22
K+  Cs+ 

10 mM CsCl W1 Cs+ 

K+ Cs+ K+ Cs+ 

W1 NaCl Na+ 
K+ 

Cs+ 

K+ 

W2  
 
[1] M. Motoike et al., J. Electoroanal. Chem., 871, 11430 (2020) . 
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P32

1 2

1 2 1 1 1

 [1] 
Na0.33MnO2 β”  

[2]
 K+ 

 2 β”
Na0.33MnO2  K+ 
valinomycin (Val) 

 1/10  K+  Val 
 (Fig. 1 inset)

 0.05 V  K+ 

 K+ 0 V
0.1 ~ 1 mM 

 91 ~ 101% 1/10

Fig. 1  K+  97
~ 103% 

7% 
3%

[1] Electrochim. Acta, 408 (2022) 139946.
[2] Electrochim. Acta, 373 (2021) 137896.

Fig. 1. The measured electric charge as a
function of the K+ ion concentration.
Applied potential was 0 V. In set figure, cyclic 
voltammograms for the facilitated K+ transfer 
by valinomycin in aqueous solution (AS) or 
serum solution (SS). Scan rate was 20 mV s−1.
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P33 
 

 
1 1 1 1 1 1 

 
drug delivery system

 pH 

  
 1,2-dioleoyl-sn-glycero-3-phosphocholine cholesterol 
giant unilamellar vesicle (GUV) 

GUV
 pH 

 +1  rhodamine 6G (R6G+) 
 GUV ClO4  

GUV  R6G+  GUV GUV  
R6G+  

Fig. 1  R6G+ 
R6G+ GUV 

 R6G+ 
 ClO4  

R6G+  GUV 
 4 

GUV 
 9 

ClO4  

 

 
Fig. 1. The ratio of GUV’s inside fluorescent 
intensity to outside intensity of R6G-.  
2.5 × 10-6 M R6GCl, 1.0 × 10-2 M NaClO4, 0.1 M 
sucrose (blue) or phosphate buffer (red). 
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P34  
 

 
 

 
LIBS

 
Nd:YAG 1064 nm 532 nm

KTP

18 ns 14 
mJ 38 ns 5.4 mJ

513.2 nm~517.2 nm C2Swan 510.6 nm 515.3 nm
521.8 nm ( )( ) ( )/ ( )

 
1 2 / 1 532 

nm /
2 532 nm/

LIBS
 

1.  λ = 516.5 nm / . 
2.  λ = 510.6 nm / . 

1.0

0.8

0.6

0.4

0.2

0.0

I /
 I

=0
 

8006004002000

Delay time (ns)

  532 nm
 1064 nm

1.0

0.8

0.6

0.4

0.2

0.0

I /
 I

=0

800600400200

Delay time (ns)

 1064 nm 
  532 nm
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1 GOD AuNP/CNF
 

P35 
 

 
   

 
CNF

CNF
AuNPs

 
AuNP CNF

AuNP/CNF
19.3 g cm 3

GOD pH 7.0
4℃

AuNP 13 vol
2.9×10 6 Ω cm 1)

5 mM K3[Fe(CN)6]
0.1M KCl

40 MPa

GOD
+0.6V vs. Ag|AgCl

0.010 10 mM
AuNP/CNF
 

 
1) H. Shiigi, T. Tomiyama, M. Saito, K. Ishiki, D. Q. Nguyen, T. Endo, Y. Yamamoto, X. Shan, Z. 

Chen, T. Nishino, H. Nakao, T. Nagaoka, ChemNanoMat, 2019, 5, 581. 
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P36  

 
 

 
 

[1]

[2]
 

 Q  Nd:YAG 
 1064 nm  100 ns Ep  10, 15 

mJ 10 mm  

(1)  
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BLM

NaCl BLM
2 CV BLM

tetraphenylborate TPhB–

0 V 0 A CV
BLM

1

2

BLM - 3

TPhB– BLM -
TPhB– BLM 

TPhB–

1 mm 0.2 mm PTFE
 2 2 0.1 M M = mol dm–3 NaCl

W1 W2 10 mg mL–1 5 mg mL–1

n-decane PTFE BLM
TPhB– NaTPhB  W1 
 W2 CV  40 C 

Pt  Ag|AgCl  4 
W1  W2 TPhB– 1 mV s–1 CV

4  10–6 M TPhB–

CV 3

NaTPhB BLM KD KD = 0.4 
0.3 n = 3 90 % 1  10–6 M TPhB–

CV  50 100 mV

(1) C. J. Bender, Chem. Soc. Rev., 17, 317 (1988), (2) O. Shirai, et al., Chem. Lett., 38, 1038
(2009), (3) T. Omatsu, et al., Biochim. Biophys. Acta, Biomembr., 1863, 183724 (2021).

第68回ポーラログラフィーおよび電気分析化学討論会

85 © The Polarographic Society of Japan




